
        Serve to Change Lives 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために  
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「持続可能な奉仕活動」 会長 /甲斐宏・副会長 /岡田康宏・幹事 /小川光生・広報委員長 /原田令子  
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 本日例会のプログラム   

   

 

◆ 本日の例会  

 

「まもなく創業 100 年」  

 
  杉山剛正会員  

 

 

 開 会 点 鐘   

 開 会 挨 拶   

 ロ ー タ リ ー ソ ン グ  “我らの生業” 

 季 節 の 歌  “テネシーワルツ” 

 来 客 紹 介   

 出 席 報 告   

 会 務 報 告   

 ニ コ ニ コ 報 告   

 幹 事 ・ 委 員 会 報 告   

 卓 話   

 閉 会 点 鐘   

 

 
 

◆次回の例会卓話  12／17（第 2461 回） 

  

家族親睦忘年会  
 

 点鐘 ： 18 時  

  於  ： ヒルトン東京 3 階「桜」  
 

 

 

 

 

 

 

 

・クラブ年次総会は 12 月 3 日 (金 )別記議案が決

議され終了いたしました。  

 

 

・次週 12 月 17 日 (金 ) 家族親睦忘年会  

 18：00～ 点鐘  

・次回例会 2022 年 1 月 7 日 (金 )です。  

・12 月 7 日 (火 ) TCPRC へ今年度のご挨拶に  

 会長・幹事で伺いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 CLUB REPORT  

 SECRETAY ’S REPORT  

 Committee News  

WWWEEEEEEKKKLLLYYY   RRREEEPPPOOORRRTTT   
TTTOOOKKKYYYOOO   JJJOOOHHHOOOKKKUUU         

 

TTTHHHEEE   RRROOOTTTAAARRRYYY   CCCLLLUUUBBB   OOOFFF   

＜本日のメニュー＞  

 

和風弁当  

★2022 年 1 月 7 日 (金 ) 

 

新年懇親会  

「新春コンサート 2022」  

 

         アマービレ  

 



第 6 回理事役員会議事録  

 

日 時：2021 年 12 月 3 日（金）11:30～ 

場 所：ホテル 3 階「ことぶき」  

出席者：出席９名 欠席２名  (敬称略 ) 

    甲斐・小川・岡田・林・杉山・佐山  

原田・金谷・藤重  

司  会：小川  

議 事： 

議 事 

1．2023～2024 年度会長ノミニー指名の件 

・山川会員を会長ノミニーに選出する事の承

認。 

 

2．2022～2023 年度理事・役員ノミニー指名

の件 

・本日のクラブ年次総会で岡田会長エレクト

より、理事役員ノミニ―を推薦する事の承認。 

 

3．年次総会審議事項の件 

・会長ノミニ―（山川会員）、理事役員ノミニ

―選出の件を審議事項とする。 

  

4．下期会費請求の件  

・上期と同額、同様とする 

 

5．新入会員推薦について 

田邊雅博さん（佐山政昭会員紹介・11/12 例

会にご参加） 

⇒法人として考えることを検討。 

 

6．地区大会  選挙人（代議員）選出の件。 

１名、事務局員派遣 

・会長が地区大会選挙人となる。 

・3 月 3 日本会議受付に事務局員派遣 

 

7．年始クラブ懇談会の件 SAA 委員長  

2021 年 1 月 7 日(金)  

・検討中。稲葉洋子さんにご依頼 

 

8．報告 

・小学生作文コンクール 小学校に依頼する。  

・TCPRC との合同例会  4 月 8 日（金）18:00

～ヒルトン東京にて。ホストクラブは城北 RC。 

・ロータリー希望の風奨学金 支援について 

 R 財団委員長杉山くんより、城北として支  

 援を考えたい。⇒ 支援する。 

 

以上 承認されたことをご報告いたします。  

 

幹事 小川光生  

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回被選理事役員会議事録  

 

日 時：2021 年 12 月 3 日 (金 )13:30～  

       クラブ年次総会後「桜」にて  

司  会：岡田  

議  事：  

次年度理事・役員及び各委員会分担表を配布  

しました。  

1.次期理事互選の件  

以下のとおり、指名され承認されました  

会長エレクト：山川一樹  

会   計：岡田康宏  幹 事：山川一樹  

直前会長：甲斐 宏 副幹事：金谷克也  

2.次期委員会構成・委員長指名件（役員）  

クラブ奉仕：佐山政昭（役員）  

奉仕プロジェクト兼  社 会 奉 仕 

：原田令子（役員）  

青少年奉仕：林 弘之（役員）  

会 員 増 強：小川光生（役員）  

Ｒ 財 団：杉山剛正（役員）  

国 際 奉 仕 兼  カウンセラー  

：甲斐 宏  

職 業 奉 仕 兼  公共イメージ向上  

      ：池田竜郎  

 広 報：甲斐 宏  

 会 場 監 督：藤重慶子  

3.その他 今後の予定 11：30～  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度理事役員会・クラブ協議会日程  

第 2 回被選理事役員会    2022 年 2 月 25 日  

             13：30～  

第 1 回次年度クラブ協議会 2022 年 4 月 15 日   

第 2 回次年度クラブ協議会 2022 年 5 月 20 日   

第 3 回被選理事役員会    2022 年 6 月 17 日  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

第
１
０
０
回
「
城
北
句
会
」
会
報 

令
和
３
年
１
１
月
２
６
日 

 

紙
上
句
会 

今
月
の
兼
題 

な
し 

１ 
 

▲
④ 

 

落
ち
て
な
ほ
枯 か

れ

蟷

螂

と
う
ろ
う

の
ひ
か
り
た
る 

(

村
田)

 
 

越
、
杉
、
山
、
明 

２ 
 

 
 

 
 

初
紅
葉
グ
リ
ー
ン
の
旗
に
重
な
り
し 

（
杉
山
） 

 

３ 
 

▲
② 

 
小
春
日
に
憂
い
無
き
様
な
猫
あ
く
び 

（
越
） 

 

杉
、
明 

４ 
 

▲
① 

 
木
の
実
降
る
野
辺
や
ひ
と
日
の
影
長
し
（
明
子
） 

山 

５ 
 

▲
① 

 

人
混
み
や
小
さ
な
熊
手
雨
の
夜 

 
 

（
山
下
） 

明 

６ 
 

 

② 
 

食
卓
に
薬
の
山
よ
冬
の
夜 

 
 

 
 

（
楠
田
） 

越
、
村 

７ 
 

 

① 
 

手
を
汚
し
母
に
叱
ら
る
落
ち
葉
掻 

 

（
越
） 

 

村 

８ 
 

◎
② 

 

一
本
の
飛
行
機
雲
や
神
の
旅 

 
 

 

（
村
田
） 

越
、
山 

９ 
 

▲
① 

 

柿
剥
き
て
皮
厚
く
落
つ
流
し
か
な 

 
 

(

杉
山)

 

村 

１
０ 

 
 

 
 

虫
の
音
が
大
き
く
響
く
夜
長
か
な 

 

（
山
下
） 

１
１ 

 
 

 
 

黄
落
を
眺
む
る
人
に
色
多
し 

 
 

 

（
明
子
） 

１
２ 

 

① 
 

お
揃
ひ
の
マ
ス
ク
も
お
洒
落
七
五
三 

（
楠
田
） 

杉 
 

以
上
１
２
句 
 

☆
「
短 

 

評
」 

 

城
北
句
会
も
数
え
て
８
年
４
カ
月
、
メ
ン
バ
ー
も
ス
タ
ー
ト
時
の
９
名
か
ら
、
飯
島
さ
ん
が
亡
く 

な
ら
れ
、
渡
辺
さ
ん
が
退
会
、
松
田
さ
ん
が
休
会
さ
れ
、
新
し
く
西
脇
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
７
名
に
な
っ

た
が
、
月
一
回
の
句
会
は
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
い
た
の
は
称
賛
に
値
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

高
齢
化
も
進
み
、
こ
の
句
会
が
何
時
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い
が
、
元
気
で
あ
る
限
り
行
く
と
こ
ろ 

ま
で
」
行
き
た
い
も
の
だ
。 

 

１
番
村
田
さ
ん
の
句
、
枯
蟷
螂
と
は
誠
に
ユ
ニ
ー
ク
な
季
語
が
使
わ
れ
た
が
票
も
４
票
集
め
た
。
カ
レ

カ
マ
キ
リ
と
ル
ビ
を
ふ
っ
た
が
、
作
者
か
ら
「
カ
レ
ト
ウ
ロ
ウ
」
と
訂
正
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
訂
正
。

私
の
手
元
に
あ
る
３
冊
の
歳
時
記
で
調
べ
る
と
、
一
冊
は
「
身
体
の
色
が
枯
葉
色
に
変
わ
っ
た
雌
の
カ
マ

キ
リ
の
こ
と
を
言
う
」
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
他
の
２
冊
は
そ
の
解
釈
は
間
違
と
あ
っ
た
。
「
昔

の
人
は
カ
マ
キ
リ
も
草
木
と
一
緒
で
秋
に
な
る
と
緑
が
褐
色
に
変
化
し
た
と
考
え
た
が
、
蟷
螂
に
は
元
々

緑
色
と
褐
色
の
も
の
が
い
て
、
途
中
か
ら
色
が
変
わ
る
こ
と
は
無
い
と
の
こ
と
。
従
っ
て
「
蟷
螂
枯
る
」

と
言
う
季
語
の
使
い
方
は
事
実
に
反
す
る
が
、
季
節
感
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
と
し
て
今
も
使
わ
れ
て
い
る

と
の
解
説
が
載
っ
て
い
た
。
作
者
は
『
「
枯
蟷
螂
」
は
言
う
な
れ
ば
蟷
螂
の
死
骸
』
と
言
っ
て
い
る
が
、

こ
の
枯
蟷
螂
も
死
ん
で
は
い
る
が
尚
光
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
褐
色
の
カ
マ
キ
リ
は
、
秋
に

な
っ
て
褐
色
に
な
っ
た
り
、
死
ん
で
褐
色
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
。
最
初
か
ら
褐
色
の
蟷
螂
だ
っ
た
の

だ
。
「
枯
蟷
螂
」
と
言
う
珍
し
い
季
語
を
使
っ
た
の
は
勇
気
あ
る
選
択
だ
っ
た
と
思
う
、
日
頃
の
勉
強
の

成
果
が
出
た
。 

 

８
番
の
句
、
季
語
「
神
の
旅
」
、
こ
れ
は
ま
た
珍
し
い
季
語
を
使
っ
て
い
て
面
白
い
。
歳
時
記
に
よ
れ

ば
、
旧
暦
１
０
月
に
は
神
々
が
出
雲
大
社
に
参
集
す
る
の
で
、
そ
こ
に
向
か
う
こ
と
を
神
の
旅
と
言
う
、

と
あ
る
。
一
本
の
飛
行
機
雲
と
よ
く
響
き
合
っ
て
良
い
句
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。 

 

澄
み
切
っ
た
秋
晴
れ
の
中
、
一
本
の
飛
行
機
雲
が
西
に
向
か
っ
て
尾
を
引
い
て
い
る
、
あ
の
雲
に
各
地

か
ら
の
神
々
が
乗
っ
て
出
雲
大
社
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
、
一
体
ど
ん
な
話
し
合
い
を
す
る
の
だ
ろ
う
か

と
想
像
す
る
だ
け
で
楽
し
い
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
。
常
日
頃
か
ら
歳
時
記
を
紐
解
き
、
季
語
の
使
い
方
を

勉
強
し
て
い
る
成
果
。 

２
番
杉
山
さ
ん
の
句
、
初
紅
葉
だ
か
ら
一
寸
色
付
き
始
め
た
頃
か
、
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
の
薄
紅
葉

色
し
た
紅
葉
と
旗
の
色
と
が
溶
け
合
っ
た
様
子
を
詠
ん
だ
句
、
大
自
然
の
懐
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
が
伺
え
る
。
も
っ
と
分
か
り
易
い
句
に
し
て
は
。
「
初
紅
葉
山
に
向
か
ひ
て
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
。 

９
番
の
句
、
作
者
が
慣
れ
ぬ
手
付
き
で
柿
の
皮
を
剥
い
て
い
る
様
子
が
よ
く
出
て
い
て
面
白
い
句
だ
。

今
年
は
我
が
家
は
私
が
買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
が
特
に
多
く
な
っ
た
。
野
菜
や
果
物
を
良
く
買
う 

 

が
価
格
の
変
動
が
良
く
分
か
っ
て
買
い
物
も
結
構
楽
し
い
。
果
物
は
梨
、
葡
萄
、
柿
を
良
く
買
っ
た

が
、
特
に
柿
が
美
味
し
か
っ
た
。
柿
は
自
分
で
皮
を
剥
く
こ
と
も
多
い
が
形
が
梨
や
リ
ン
ゴ
と
違
っ

て
皮
が
剥
き
難
い
。
慣
れ
て
い
な
い
の
で
手
つ
き
も
危
な
っ
か
し
い
。
作
者
も
私
と
同
じ
よ
う
な
危

な
っ
か
し
い
手
つ
き
で
皮
を
剥
き
、
薄
皮
で
は
な
く
厚
皮
に
な
っ
た
の
だ
。 

「
あ
や
し
げ
な
手
つ
き
で
柿
を
剥
き
に
け
り
」
。 

３
番
越
さ
ん
の
句
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
自
宅
の
暖
か
い
縁
側
で
愛
猫
と
戯
れ
て
い
る
の
が
一
番
平
和

で
安
全
な
の
だ
。
世
間
は
憂
い
事
だ
ら
け
だ
が
猫
に
は
何
の
憂
い
事
も
無
く
、
日
永
の
ん
び
り
過
ご

し
て
い
る
。
「
猫
あ
く
び
我
も
つ
ら
れ
る
小
春
か
な
」
。 

７
番
の
句
、
一
寸
平
凡
で
あ
り
ふ
れ
た
題
材
に
な
っ
た
の
で
感
動
の
無
い
句
に
な
っ
た
。 

「
手
を
汚
し
母
に
叱
ら
る
」
が
説
明
に
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
「
叱
ら
る
」
も
無
理
し
て
縮

め
た
が
正
確
に
は
「
叱
ら
れ
る
」
で
あ
る
。
「
叱
ら
れ
て
べ
そ
か
く
少
女
落
葉
掻
き
」
。 

４
番
明
子
さ
ん
の
句
、
秋
の
ゴ
ル
フ
場
で
の
光
景
、
こ
の
時
期
は
思
わ
ず
踏
み
し
め
た
く
な
る
ほ
ど

び
っ
し
り
と
団
栗
が
積
も
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
大
自
然
に
抱
か
れ
て
の
日
永
一
日
、
陽
が
西
に

傾
き
始
め
れ
ば
ぼ
つ
ぼ
つ
影
も
長
く
な
っ
て
来
る
。 

平
穏
な
一
日
に
感
謝
の
気
持
ち
を
素
直
に
詠
ん
だ
。
切
れ
字
「
や
」
の
使
い
方
に
一
工
夫
を
し
て
は

「
木
の
実

こ

の

み

降
る
野
辺
の
ひ
と
日
や
影
長
し
」
。
中
七
で
切
る
方
が
リ
ズ
ム
が
出
る
。 

１
１
番
の
句
、
は
ら
は
ら
と
降
り
し
き
る
紅
葉
葉
を
沢
山
の
人
が
眺
め
て
い
る
光
景
を
詠
ん
だ
句
で

あ
る
が
、
下
五
の
「
色
多
し
」
が
上
五
・
中
七
と
調
和
し
な
い
。
見
物
客
が
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
身

に
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
を
「
色
多
し
」
と
表
現
し
た
が
「
一
寸
雑
に
纏
め
過
ぎ
た
感
が
あ
る
。
普
通

は
そ
の
よ
う
な
表
現
は
し
な
い
は
ず
だ
。
「
黄
落
を
眺
む
る
人
や
派
手
衣
装
」
。 

５
番
山
下
さ
ん
の
句
、
１
１
月
の
酉
の
市
は
各
地
の
神
社
が
賑
わ
う
が
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
気
を

取
り
戻
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
人
混
み
や
」
の
上
五
の
切
れ
字
｛
や
｝
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。 

「
人
混
み
に
小
さ
く
揺
れ
る
熊
手
か
な
」
。 

１
０
番
の
句
、
「
虫
の
音
」
「
夜
長
」
と
も
季
語
だ
が
こ
こ
は
「
夜
長
」
の
方
が
メ
イ
ン
の
季
語
と
思

う
。
作
者
も
季
重
な
り
を
承
知
の
上
で
敢
え
て
季
重
な
り
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
夜
が
更
け
て
辺
り

が
静
か
に
な
っ
て
く
る
と
虫
の
声
が
一
段
と
姦
し
く
な
っ
て
く
る
。
原
句
の
ま
ま
で
は
や
や
平
凡
な

句
に
な
っ
た
。
「
虫
の
音
が
ピ
タ
リ
と
止
み
て
夜
長
か
な
」
と
す
れ
ば
虫
時
雨
の
騒
音
と
静
寂
が
際

立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

「
自
句
自
解
」
楠
田
智
昭 

６
番
の
句
、
若
い
頃
か
ら
見
れ
ば
何
と
服
用
す
る
薬
の
多
く
な
っ
た
こ
と
か
。
昔
は
血
圧
の
薬
の
み

だ
っ
た
の
で
、
沢
山
飲
ん
で
い
る
人
の
話
を
聞
く
と
よ
く
も
そ
ん
な
に
飲
ん
で
身
体
を
壊
さ
な
い
の

か
と
思
っ
て
い
た
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
八
十
歳
を
過
ぎ
て
毎
日
毎
晩
飲
む
薬
の
量
に
我
な
が

ら
心
配
に
な
る
。
特
に
夕
食
後
は
何
種
類
も
の
薬
を
呑
む
の
で
食
卓
に
薬
袋
が
山
積
み
と
な
る
。
せ

め
て
一
種
類
で
も
一
錠
で
も
減
ら
せ
る
も
の
な
ら
ば
減
ら
し
た
い
と
思
う
毎
日
だ
。 

１
２
番
の
句
、
街
を
歩
い
て
い
て
４
～
５
歳
の
親
子
ず
れ
に
出
会
っ
た
。
揃
い
の
マ
ス
ク
が
と
て
も

お
洒
落
で
良
く
似
合
っ
て
い
る
親
娘
。
七
・
五
・
三
の
お
祝
い
の
和
服
も
良
く
似
合
て
い
て
と
て
も

可
愛
か
っ
た
。 

マ
ス
ク
と
七
五
三
が
季
語
で
季
重
な
り
は
承
知
の
上
で
の
作
句
。 

季
重
な
り
は
良
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
絶
対
で
は
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
説
明
し
て
来

て
い
る
。
無
意
識
に
季
重
な
り
を
し
て
い
る
の
は
論
外
だ
が
、
承
知
の
上
で
ど
ち
ら
も
外
せ
な
く
て

且
つ
主
従
の
関
係
が
明
白
で
あ
れ
ば
季
重
な
り
は
問
題
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
説
明
し
て

き
て
い
る
。
今
回
は
初
め
て
季
重
な
り
の
句
に
挑
戦
し
て
み
た
。
こ
の
句
の
場
合
の
季
語
の
主
従
関

係
は
、
「
マ
ス
ク
も
お
洒
落
」
で
分
か
る
よ
う
に
、
マ
ス
ク
が
主
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ス
ク
は
冬
の

季
語
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
時
代
と
な
り
、
季
節
を
問
わ
ず
年
中
マ
ス
ク
は
身
に
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ

必
需
品
と
な
っ
て
来
て
季
節
性
も
薄
ら
い
で
き
た
と
も
言
え
る
。 
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 先週の例会記録  (第 2459 回 ) 12／3 No.10 

                於：「桜」  

 司 会  金谷ＳＡＡ委員長  

 国 歌  “君が代”  

 ロ ー タ リ ー ソ ン グ  “奉仕の理想”  

 来 客 紹 介   

 出 席 報 告   

（12／3 ）出 席 率   94.12 ％  

（11／12）修正出席率    88.89 ％  

 

 ニコニコボックス   

 

甲斐 会員 クラブ年次総会、よろしく。  

小川 会員 12 月に入りました。お風邪に気をつ  

      けて下さい。  

林  会員 志賀高原熊の湯スキー場に初滑りに  

      行きました。気温は‐7℃でした。  

田辺 会員 今朝の地震、驚きました。  

杉山 会員 ロータリー希望の風奨学金、ご寄付  

      よろしくお願いします。  

佐山 会員 早いもので今年も余すところわずか  

      となりました。コロナに負けない様  

      気を付けておすごしください。  

原田 会員 年次総会宜しくお願いいたします。  

岡田 会員 次年度の理事・役員を発表します。  

      よろしくお願いいたします。  

渡辺 会員 12 月です。風邪に気を付けて。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「クラブ年次総会」  

 

会長エレクト 岡田康宏会員  

 

 

 

 

 

 

              

 

会長ノミニー 山川一樹会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度副幹事 金谷克也会員 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例会卓話  

 例会風景  

＜事務局＞                                

 〒164-0012                   
東京都中野区本町 4-47-3 渓山館Ｎ棟 203   ＜例会日＞毎週金曜日 12：30～13：30 

TEL： 03-5935-4404 FAX：03-5935-4405   ＜例会場＞ヒルトン東京  

E－mail office@tokyo-johoku-rc.com     http://www.tokyo-johoku-rc.com 

 

 


